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４. 三大学連合「複合領域コース」について 

平成13年3月，東京医科歯科大学，東京外国語大学，一橋大学，東京工業大学は，四大学連合憲章を締結し，その憲章に

基づき複合領域コースが設置されました。この四大学連合憲章は，令和6年10月，東京医科歯科大学と東京工業大学の統合

により「三大学連合憲章」となりました。 

このコースの受講者は，本学で専門的な知識と技術を身に付けながら三大学で，新たな専門分野を学ぶことができ，コ

ースが定める履修科目の所要単位を修得し合格した場合に，コース修了が認定されます。 

このコースに所属できる資格は，系に所属する学生です。なお，出願は系所属前の学生も可能ですが，翌年度に系に所

属することが条件となります。 

コース所属の可否は，本学理工学系分野の複合領域コース担当教員による選考を経て決定されます。 

なお，出願手続期間，受講の可否等はＨＰ等で周知します。（出願時期は10月上旬から11月下旬とし，所属可否の発表

は4月上旬。） 以下にコースを示しますが，本制度の詳細及びコースの概要については，三大学連合複合領域コースのＨ

Ｐ（https://www.titech.ac.jp/student/students/certificate-current/confederation/information）や，当該ＨＰに

掲載の「三大学連合複合領域コース履修案内」を参照してください。 

 

(1) 3大学間（4分野）コース 

① 海外協力コース（東京科学大学（理工学系分野・医歯学系分野），東京外国語大学，一橋大学） 

 

(2) 2大学間（3分野）コース 

② 総合生命科学コース（東京科学大学（理工学系分野・医歯学系分野），一橋大学） 

③ 生活空間研究コース（東京科学大学（理工学系分野・医歯学系分野），一橋大学） 

 

(3) 2大学間（2分野）コース 

④ 科学技術と知的財産コース（一橋大学，東京科学大学理工学系分野） 

⑤ 技術と経営コース（一橋大学，東京科学大学理工学系分野） 

⑥ 文理総合コース（一橋大学，東京科学大学理工学系分野） 

注）⑦ 医用工学コース（東京科学大学（理工学系分野・医歯学系分野））・・・・注）令和6年4月以降新規所属はでき

ません。 

⑧ 国際テクニカルライティングコース（東京外国語大学，東京科学大学理工学系分野） 

注）⑨ 医療・介護・経済コース（東京科学大学医歯学系分野，一橋大学）・・・・注）理工学系の学生は所属できませ

ん。  

 
●大学統合に伴う主な変更点について（令和6年10月以降） 

・令和6年10月1日に，東京工業大学と東京医科歯科大学が統合し，東京科学大学となりましたが，各コースの修了要件

等に変更はありません。統合後も，旧東京工業大学科目及び旧東京医科歯科大学科目は一括りの「自大学」の扱いと

はせず，学修分野の違いとして「理工学系分野」，「医歯学系分野」として区別し，修了要件上は別枠扱いとなりま

す。 

 ・「医用工学コース」は，現に所属する学生が在学している間は存続しますが，令和 6 年 4 月以降の新規所属はできま

せん。 
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５．「アントレプレナーシップ教育コア及びグローバル教育オプション」について 
  

１１．．アアンントトレレププレレナナーーシシッッププににつついいてて  

現代は，科学・技術の急速な進展により，グローバル化，地球環境，安全保障などの問題が複雑に絡み合い，予測困難

な状況にあることから，「VUCA の時代(Volatility:変動性， Uncertainty:不確実性， Complexity:複雑性， Ambiguity:

曖昧性)」と呼ばれています。VUCA の時代の国際社会を生き抜くためには，専門能力とともに，「新たな価値を開発・開拓

し，それを社会に事業として設定する行動体系(マインドセット・スキル)」が素養として必要であるとされており，その

ような自主性に基づいた行動体系を本学では「アントレプレナーシップ」と定義しています。アントレプレナーシップは，

コンピュータでいう OS のようなもの，学生の将来の進路に関わらず必要とされている行動体系ですので，本カリキュラ

ムを通じてぜひ修得してください。 

  

２２．．概概要要  

 本学では，アントレプレナーシップ教育を専門教育，教養教育につぐ，3 本目の教育の柱として位置付けています。ア

ントレプレナーシップ教育は，専門教育と教養教育を有機的に連関させ，知識や能力をスパイラルアップさせるための教

育体系において，重要な位置づけにあります。アントレプレナーシップ教育の要素としては「先見性」，「国際性」，「リー

ダーシップ」，「価値創造」，「キャリア構築」の 5 つ要素が必要であると考えています。アントレプレナーシップ教育機構

では，これらの要素を含む授業科目を一元的に整理して，学生が以下で説明する「アントレプレナーシップ教育コア」を

履修すると，これらの要素を身に着けられるように学修モデルを設計しています。さらに，アントレプレナーシップに加

え，本学が強く推奨する留学等の国際経験を積みたい学生や外国語コミュニケーション力を向上させたい学生のために，

「グローバル教育オプション(Global Education Option; GEO)」という学修モデルも併設しています。 

  

１１））アアンントトレレププレレナナーーシシッッププ教教育育ココアア 

開開講講科科目目おおよよびび関関連連科科目目  

上記で説明した要素に関する能力，知識やスキルを修得するために，下記の表１，表２および表３に示す授業科目から

２科目以上かつ３単位以上を取得することを強く推奨します。なお，以下の「履修についての注意点」をよく読み，そこ

に記された条件を満たすように取得すること。 

 

履履修修ににつついいててのの注注意意点点  

本カリキュラムの履修にあたっては，下記の表１，表２および表３に示された授業科目から２科目以上かつ３単位以上

を取得することを強く推奨します。なお，２科目以上かつ３単位以上を取得した場合には，アントレプレナーシップ教育

コア（学士課程）の履修証明書を発行します。 

ただし，１００番台の授業科目に関して，本カリキュラムの履修証明書発行の要件として認定するのは，１科目１単位

のみです。２単位以上の科目を履修した場合でも，この認定では１単位として取り扱われますので注意してください。ま

た，授業科目の主要素等がアントレプレナーシップ導入，国際性，リーダーシップ，価値創造，キャリア構築のできるだ

け多くにわたるように履修することを推奨します。なお，「先見性」の要素は多くの授業科目で含まれているために，表に

は明記されていません。 

また，アントレプレナーシップ科目対応科目とされている表２および表３に掲載された科目については，卒業までに必

要な各種要件の単位とアントレプレナーシップ教育コア履修証明書発行の必要単位の両方に使用できます。 

 

表表１１  アアンントトレレププレレナナーーシシッッププ科科目目（（アアンントトレレププレレナナーーシシッッププ教教育育機機構構開開講講））  

※※詳細は、学修案内「15．アントレプレナーシップ科目」を参照ください。 

 

主要素等 番台 
科目コー

ド 
授業科目 単位数 

開講

Q 
備考 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー 

シ
ッ
プ
導
入 

100 ENT.B101 
科学・技術の最前線 

(Frontiers of Science and Technology) 
1-0-0 1Q  

200 ENT.B201 
アントレプレナーシップ入門 

(Introduction to Entrepreneurship) 
1-0-0 2Q  

国
際性 100 ENT.G101 

Global Problem Based Learning Basic 

 (グローバル課題解決演習基礎) 
1-1-0 2Q 英語開講  




